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新しい農業委員 きまる

会　　　長 小林敏夫さん
職務代理者 佐 藤　 博 さ ん

7
月
2
0日
、
長
門
市
農
業
委
員

会
の
新
し
い
委
員
2
5人
の
す
べ
て

が
き
ま
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
は
、
公
職
選
挙
法

に
基
づ
く
選
挙
で
選
ば
れ
た
委
員

と
、
農
協
や
農
業
共
済
組
合
か
ら

推
せ
ん
さ
れ
た
委
員
、
市
議
会
の

推
せ
ん
に
よ
る
委
員
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

長
門
市
で
は
、
7
月
1
5日
に
農

業
委
員
1
5人
の
選
挙
が
行
わ
れ
る

予
定
で
し
た
。

し
か
し
、
定
数
以
上
の
立
候
補

者
の
届
出
が
な
い
た
め
、
立
候
補

者
全
員
が
無
投
票
当
選
に
な
り
ま

し
た
。

7
月
1
8日
に
議
会
か
ら
5
人
の

推
せ
ん
が
あ
り
、
1
9日
に
は
、
農

協
や
農
業
共
済
組
合
か
ら
5
人
の

推
せ
ん
が
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
委

員
が
き
ま
り
ま
し
た
。

2
5日
に
は
、
初
総
会
が
開
か
れ

て
、
会
長
に
小
林
敏
夫
さ
ん
と
、

職
務
代
理
者
に
佐
藤
博
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

今
、
日
本
の
農
業
は
、
農
産
物

輸
入
自
由
化
問
題
を
は
じ
め
、
農

業
環
境
は
厳
し
い
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
ひ
と
つ
ひ
と

つ
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後

新
し
い
農
業
委
員
さ
ん
に
よ
る
、

農
業
委
員
会
の
活
動
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

1。選 挙 に よ る 委 員
行 政 区 氏　　　 名 担　　 当　　 地　　 区
青　　　 海 宮　 本　 辰　 美 青海
通　16　 区 荒　 川　暉　 人 通 全区
山　 小　 根 森　 野　 権　 治 山小根・渋木中区・大垰
上　　　 郷 小　 川　　　 勇 正明市全区・上郷・下郷
渋 木1 区 宇　 山　 健　一 渋木1. 2. 3 区・ 坂水・真木
小　　　　原 中　 元　 義　 路 小原

大　 河　 内 藤　 野　 博　 行 殿台・大河内・小河内
板 持4 区 立　 野　 喜　 一 板持全区
黒　　　　川 増　 野　 孝　 久 大羽山・黒川
田　　　 屋 東　　　 政　 彦 田屋・中山
境　　　 川 田　 村　　　 理 境川・上 ノ原

開　　　 作 磯　 部　正　 勝 開作
白 潟2 区 大　嶋　 弘　 重 白潟全区
河　　　 原 林　　　 照　之 河原・湯本・門前・三 ノ瀬

七　　　 重 岡　 田　 忠　 夫 上安田・下安田・七重

2 。農業協同組合、農業共済組合推薦委員

行 政 区 氏　　　 名 担　　 当　　 地　　 区
青　　　 海 佐　 藤　　　 博 仙崎全区・新開町・鳥越全区

境　　　 川 中　 原　　　 登 下 川西・後ヶ迫

大　 羽　 山 中　 原　 啓　 二 上政・湯町
上 川西2 区 末　 永　 秀　 昭 上川西全区
田　　　 屋 田　 中　 義　 夫 藤中・緑ヶ丘

3 。議会推薦委員
行 政 区 氏　　　 名 担　　 当　　 地　　 区
大　　　 泊 河　 野　 和　 雄 大泊・大日比
江　　　 良 小　林　敏　夫 江良
木　　　 津 鷹　 木　 幹　 夫 木津

田　　　 屋 村　 田　 哲　 雄 湊全区

郷 藤　 田　　　 止 郷

敬
老
会
の

ご
案
内

9
/
3
か
ら
各
地
区
で

9
月
1
5日
は
敬
老
の
日
で
す
。

多
年
に
わ
た
り
私
達
の
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄

り
を
敬
愛
し
、
健
全
で
安
ら
か
な

生
活
が
出
来
る
よ
う
お
祝
い
を
し

ま
す
。

今
年
も
市
内
4
会
場
に
お
い
て

9
月
3
日
か
ら
6
日
の
間
に
、
各

地
区
別
に
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。今

年
の
対
象
者
は
、
2
、
0
0

2
名
（
大
正
5
年
1
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

1
人
で
も
多
く
誘
い
合
っ
て
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

・
地
区
別
会
場
等
の
ご
案
内

・
通
　
地
区
　
9
月
3
日（
月
）

通
漁
村
セ
ン
タ
ー

・
俵
山
地
区
　
9
月
4
日（
火
）

俵
山
中
学
校
体
育
館

・
深
川
地
区
　
9
月
5
日（
水
）

湯
本
国
際
観
光
ホ
テ
ル

・
仙
崎
地
区
　
9
月
6
日（
木
）

仙
崎
小
学
校
体
育
館

※
開
会
時
間
は
、
い
ず
れ
の
会
場

も
午
前
1
0時
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
　
　
内
線
2
1
6

老
齢
福
祉
年
金
の

定
時
届
を

9
/
4
日
か
ら
9
/
7
日
ま
で

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
、
毎
年
定
時
届
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
毎
年
8
月
か
ら
翌
年

7
月
ま
で
の
支
給
決
定
を
す
る
た

め
で
、
生
存
の
状
況
の
確
認
や
本

人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
前

年
の
所
得
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
届
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
1
1

月
支
給
分
か
ら
の
年
金
が
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
で

定
時
届
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

国
民
年
金
証
書
と
印
鑑
（
届
出
印
）

を
持
っ
て
所
定
の
場
所
で
届
出
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
他
の
公
的
年
金
や
恩
給

等
を
受
け
て
お
ら
れ
る
人
は
、
そ

の
証
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
国
民

年
金
係
　
内
線
1
4
3
・
1
4
4

7
日

金
6
日

木
5
日

水 9
月4

日

火月
　
日

8
：
3
0
～

1
7：
0
0

1
3：
0
0
～

1
7：
0
0

9
：
3
0
～

1
1
：
3
0

1
5：
0
0
～

1
6：
3
0

1
3：
3
0
～

1
4：
3
0

1
0：
3
0
～

1
2
：
0
0

9
：
0
0
～

1
0
：
0
0

1
3：
3
0
～

1
6：
0
0

9
：
3
0
～

1
1
：
3
0

時
　

間

長
門
市
役
所

国
民
年
金
係

長
門
市
役
所

国
民
年
金
係

俵
　
山
　
支
　
所

大

畑

小

学

校

大
谷
屋
旅
館
車
庫

河

原

公

会

堂

上
ノ
原
公
会
堂

仙
　
崎
　
支
　
所

通
　
　

支
　
　

所

と
　
こ
　

ろ

所
定
の
日
に
来
ら
れ
な
い
人

東
深
川
地
区

俵
山
地
区

渋
木
、
真
木
地
区

門
前
、
湯
本
、
三
ノ
瀬

板
　
持
、
河
　
原
、
殿
　
台

大
河
内
、
小
河
内

下
川
西
、
上
ノ
原
、
後
ヶ
迫

開
　
作
、
境
　
川
、
上
川
西

仙
崎
地
区

通
地
区対

　
　

象
　
　

区

市
政
だ
よ
り
を
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
　
　
　
　
2
-
6
0
3
0



“
通
お
船
謡
”
が

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

通
地
区
の

お
船
謡
”
は
、

祭
礼
の
神
輿
還

幸
の
お
供
先
を

つ
と
め
る
飾
り

船
の
上
で
唄
わ

れ
る
祝
い
歌
で

す
。
こ
の
お
船

謡
が
、
保
存
会

員
の
老
齢
化
に

よ
り
、
昭
和
3
6

年
以
来
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

昭
和
6
0年
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

に
出
演
し
た
の
を
契
機
に
、
後
継

者
を
養
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
若
い
世
代
に
受
け
継
が
れ
た
、

こ
の
“
通
お
船
謡
”
が
、
7
月
1
8

日
付
け
で
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

近
藤
助
役
が
一
日
里
親
に

7
月
3
0日
、
只
の
浜
海
水
浴
場

で
、
俵
山
湯
の
家
の
子
ど
も
た
ち

を
招
い
て
の
一
日
里
親
が
あ
り
ま

し
た
。

不
在
の
市
長
に
か
わ
っ
て
、
近

藤
助
役
が
一
日
里
親
に
な
り
ま
し

た
。

み
そ

は
ぎ

な
が
れ
の
岸
の
み
そ
は
ぎ
は
、

誰
も
知
ら
な
い
花
で
し
た
。

な
が
れ
の
水
は
は
る
ば
る
と
、

と
ほ
く
の
海
へ
ゆ
き
ま
し
た
。

大
き
な
、
大
き
な
、
大
海
で
、

小
さ
な
、
小
さ
な
、
一
し
づ
く
、

誰
も
、
知
ら
な
い
み
そ
は
ぎ
を
、

い
つ
も
お
も
つ
て
居
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
さ
み
し
い
み
そ
は
ぎ
の
、

花
か
ら
こ
ぼ
れ
た
露
で
し
た
。

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
よ
り
」

中
　
原
　
聖
　
美
ち
ゃ
ん

6
歳
違
い
の
お
ね
え
ち
ゃ
ん

達
と
同
じ
こ
と
を
し
よ
う
と
す

る
、
負
け
ん
気
の
強
い
子
で
す
。

目
下
の
興
味
は
車
の
ナ
ン
バ

ー
。
数
字
の
勉
強
で
す
。

（
母
　
隆
子
さ
ん
）

平
成
2
年
度
行
政
書
士
試
験

日
時
　
1
0
月
2
8
日
日

午
後
1
時
か
ら
5
時
ま
で

場
所
　
県
庁
　
職
員
ホ
ー
ル

資
格
・
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
校

を
卒
業
し
た
人
そ
の
他
同

法
第
5
6条
第
1
項
に
規
定

す
る
人

・
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の

公
務
員
と
し
て
行
政
事
務

を
担
当
し
た
期
間
が
通
算

し
て
3
年
以
上
に
な
る
人

等

願
書
受
付
期
間
　
9
月
2
0日
ま
で

試
験
手
数
料
　
5
、
5
0
0
円

願
書
送
付
・
問
合
せ
先

〒
7
5
3
山
口
市
滝
町
1
の
1
　
山
口

県
庁
　
総
務
部
地
方
課

0
8
3
9
⑩
3
1
1
1

内
線
2
2
3
3

山
口
県
警
察
官
募
集

資

格

警
察
官
Ａ
　
Ｓ
3
8
・
4
・
2
～
Ｓ
4
4
・
4
・
1

ま

で

に

生

ま

れ

た

男
子

で

、

大

学

卒

業

又

は

来

春

卒

業

見

込

み

の
人

警
察
官
Ｂ
　
Ｓ
3
8
・
4
・
2
～
Ｓ
4
8
4
・
1

ま

で

に

生

ま

れ

た

男

子

で

右

記

以

外

の

人

婦

人

警

察

官
　

Ｓ
3
8・
4
・
2
～
Ｓ
4
8
4

・
1
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子
で

学

歴

不

問

試
験
日
　
9
月
1
6
日
日

受
付
期
限
　
9
月
3
日
月

問
合
せ
先

〒
7
5
3山口
市
滝
町
1
番
1
号
　
山

口
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

0
8
3
9
⑩
5
1
1
1

内
線
2
3
1
4
・
2
3
1
5

又
は
近
く
の
警
察
署
、
派
出
所
、

駐
在
所

障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金
制
度

企
業
に
働
い
て
い
る
人
が
、
労

働
災
害
、
交
通
事
故
、
病
気
等
で

身
体
障
害
者
と
な
り
、
こ
の
中
途

障
害
者
の
継
続
を
図
る
た
め
の
事

業
主
の
負
担
は
重
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
中
途
障
害

者
の
雇
用
の
継
続
を
図
る
た
め
作

業
施
設
、
設
備
の
改
善
や
職
場
復

帰
に
あ
た
っ
て
適
切
な
職
場
適
応

措
置
を
行
う
場
合
、
事
業
主
の
人

に
活
用
し
て
も
ら
う
「
障
害
者
雇

用
継
続
助
成
金
」
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
制
度

支
給
要
件
及
び
支
給
額

1
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に

よ
り
、
6
0歳
以
上
の
定
年
を
定

め
て
い
る
、
又
は
定
年
の
定
め

を
し
て
い
な
い
事
業
主
。

2
　
6
0歳
以
上
6
5歳
未
満
の
高
年

齢
者
の
雇
用
率
が
6
％
を
超
え

る
事
業
主
。

3
　
6
0歳
以
上
6
5歳
未
満
の
高
年

齢
者
の
雇
用
率
が
4
％
を
超
え
、

6
％
以
下
の
事
業
主
。

4
　
6
0歳
以
上
6
5歳
未
満
の
短
時

間
労
働
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
の
場
合
も
半
額
を
支
給
。

5
　
支
給
申
請
は
、
1
2月
か
ら
翌

年
1
月
末
日
ま
で
に
企
業
単
位

で
支
給
申
請
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

〒
7
5
3
山
口
市
後
河
原
松
柄
1
5
0
-
1

山
口
県
分
庁
舎
3
階

(
社
)
山
口
県
雇
用
開
発
協
会

0
8
3
9
⑩
6
7
4
9

住
宅
金
融
公
庫
の

平
成
2
年
度
第
2
回

個
人
向
け
融
資
募
集

申
込
受
付
期
限
　
8
月
3
1日

対
象

・
一
般
住
宅
建
設
資
金

・
建
売
住
宅
購
入
資
金

・
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
資
金

・
住
宅
改
良
資
金
等

問
合
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
中
国
支
店

サ
ー
ビ
ス
相
談
室

0
8
3
2
1
2
2
1
1
8
1
5
1

老
人
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
平
成
2
年
5
月
1
日

現
在
で
満
6
5歳
以
上
の
ひ
と
り
ぐ

ら
し
老
人
、
ね
た
き
り
老
人
な
ど

を
対
象
に
、
8
月
2
0日
頃
か
ら
9

月
末
頃
ま
で
調
査
を
行
い
ま
す
。

看
護
婦
、
保
健
婦
の
有
資
格
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
伺
い
ま
す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。



基
本
健
康
診
査
っ
て
な
あ
に

一
般
に
成
人
病
と
言
わ
れ
る
心

臓
病
や
脳
卒
中
は
、
あ
る
日
突
然

に
発
症
す
る
も
の
で
し
ょ
う
か
？

例
え
ば
、
昨
日
ま
で
元
気
で
働

い
て
い
た
5
0歳
の
人
が
脳
出
血
で

倒
れ
た
場
合
、
そ
の
原
因
と
考
え

ら
れ
る
高
血
圧
症
や
動
脈
硬
化
は

2
0～
3
0歳
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
多
く

の
成
人
病
は
長
い
年
月
を
か
け
て

進
み
ま
す
。
そ
の
た
め
、
成
人
病

の
予
防
は
、
若
い
時
か
ら
始
め
る

こ
と
が
必
要
で
、
自
覚
症
状
の
な

い
時
に
、
自
分
の
体
の
異
常
に
気

づ
く
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

基
本
健
康
診
査
は
、
こ
う
し
た

考
え
の
も
と
に
、
心
臓
病
や
脳
卒

中
な
ど
の
早
期
発
見
に
重
点
を
お

い
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
健
診
の

項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
血
圧

心
臓
が
収
縮
し
た
時
の
血
圧
（

最
大
血
圧
）
と
拡
張
し
た
時
の
血

圧
（
最
小
血
圧
）
の
値
を
調
べ
ま

す
。

②
尿尿

中
の
糖
、
た
ん
白
、
潜
血
反

応
の
三
種
類
の
検
査
を
し
ま
す
。

糖
は
、
主
に
糖
尿
病
と
の
関
係
を

調
べ
ま
す
。
た
ん
白
と
潜
血
は
、

腎
機
能
障
害
や
尿
管
・
膀
胱
な
ど

の
障
害
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

③
血
中
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
液
中
の
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
多
く
な
る
と
、
血
管
壁
に
脂
肪

が
溜
ま
り
、
動
脈
硬
化
の
誘
因
に

な
り
ま
す
。

④
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ

Ｇ
Ｏ
Ｔ
や
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
値
が
高
い

と
肝
機
能
障
害
が
疑
わ
れ
ま
す
。

⑤
貧
血
検
査

血
液
中
の
血
色
素
（
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
）、赤
血
球
数
、
ヘ
マ
ト
ク
リ

ッ
ト
値
を
調
べ
ま
す
。

⑥
血
糖
検
査

血
液
中
の
糖
の
値
を
調
べ
、
糖

尿
病
の
診
断
の
手
が
か
り
と
し
ま

す
。

⑦
心
電
図
検
査

心
臓
の
動
脈
（
冠
状
動
脈
）
が

心
臓
の
筋
肉
に
十
分
な
血
液
を
送

っ
て
い
る
か
ど
う
か
や
、
心
臓
の

筋
肉
の
異
常
、
不
整
脈
の
有
無
な

ど
心
臓
の
状
態
を
み
ま
す
。

⑧
眼
底
検
査

眼
の
奥
の
血
管
は
、
一
般
に
脳

の
中
の
動
脈
の
変
化
を
よ
く
表
す

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
動

脈
硬
化
の
進
行
状
態
を
直
接
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
項
目
で
行
わ
れ
る

基
本
健
康
診
査
は
、
病
気
の
き
ざ

し
を
見
つ
け
出
す
た
め
の
ふ
る
い

分
け
で
す
か
ら
、
定
期
的
に
受
け

る
こ
と
と
、
受
診
の
結
果
、
指
示

さ
れ
た
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。

現
在
市
で
は
、
市
内
の
病
・
医

院
に
於
い
て
、
4
0歳
以
上
の
人
を

対
象
に
基
本
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申

し
込
み
を
さ
れ
る
と
、
受
診
券
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
ま
だ
の
人
は

是
非
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
詳
し
い
こ
と
は
保
健
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
内
線
4
1
1・4
1
2）

第35

回 市
民
文
化
祭

作
品
募
集

＊
市
民
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

＊
作
品
の
優
劣
は
問
い
ま
せ
ん
。

＊
営
利
的
な
も
の
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

締
切
日
　
8

月
3
1
日

申
込
先
　
中
央
公
民
館
内
　
長
門

の
文
化
を
た
か
め
る
会

2
-
3
9
8
4

市立図書館の
開館時間を延長します

開館時間の延長の期間は
8月25日( 土) ～8月31日金

月曜日は休館

時間は 午後7 時 まで
図書の閲覧、貸出をします

課題の整理や読書にご利用ください

ながと歴史散歩

第37

回
戦
国
の
風
情
を
い
ま
に

湯
本
南
条
踊

天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
、

吉
川
（
き
つ
か
わ
）元
春
は

南
条
元
続（
も
と
つ
ぐ
）の

ま
も
る
羽
衣
石（
う
え
し
）

城（
鳥
取
県
）を
攻
め
た
。

そ
の
と
き
元
春
は
、
踊

り
子
を
装
っ
た
兵
士
ら
を

ひ
そ
か
に
城
内
に
お
く
り
、

敵
の
す
き
を
突
い
て
勝
利
を
お

さ
め
た
と
い
う
。

こ
れ
が
「
南
条
踊
」
の
名
の

起
こ
り
。
ほ
か
に
「
吉
川
軍
に

捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
南
条
軍
の

兵
士
か
ら
習
っ
た
踊
」、な
ど
の

説
が
あ
る
。

関
ヶ
原
の
合
戦
後
、
岩
国
入

り
し
た
吉
川
氏
は
、
こ
の
地
に

踊
を
伝
え
、
岩
国
南
条
踊
（
県

文
化
財
）
が
定
着
し
た
。

南
条
踊
を
俵
山
村
に
伝
え
た

の
は
、
岩
国
藩
に
仕
え
て
い
た

来
嶋（
き
じ
ま
）隆
政
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
隆
政

は
、
禁
門
の
変
で

戦
死
し
た
来
嶋
又

兵
衛
の
先
祖
に
あ

た
る
人
で
あ
る
。

延
宝
二
年
(
一

六
七
四
）、湯
本
村

の
庄
屋
で
あ
っ
た

平
川
と
い
う
人
の
懇
願
で
こ
の

踊
が
湯
本
に
伝
え
ら
れ
た
。

「
ほ
か
の
地
区
に
は
伝
授
し
な

い
」
と
い
う
約
束
で
あ
っ
た
と

い
う
。

毎
年
九
月
十
日
、
赤
崎
祭
に

こ
の
踊
が
奉
納
さ
れ
る
。

ほ
ら
貝
、
短
冊
、
吹
貫
（
ふ

き
ぬ
き
）、
新
発
意
（
し
ん
ぽ
て
）、

側
（
が
わ
）踊
、
吹
貫
、
短
冊
の

順
に
並
ん
で
入
場
す
る
。
ほ
ら

貝
を
合
図
に
、
側
踊
が
円
陣
を

つ
く
る
。

「
と
し
と
し
ま
い
る
千
代
久
し

き
の
お
庭
か
な
　
ト
ウ
エ
イ
」

の
歌
で
踊
り
が
は
じ
ま
る
。

南
条
踊
は
、
こ
の
日
奉
納
さ

れ
る
楽
（
が
く
）踊
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
に
秋
を
告
げ
る
。

昭
和
四
十
三
年
、
湯
本
南
条

踊
は
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
。
　
　
　
（
良
）湯本南条踊り( 赤崎神社)

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

広
さ
約
2

坪

、
高
さ

約
1
m
2
0

c
m
の
地
上
に
、
実
生
の
す
い
か
が

な

っ
て

い
ま
す
。

こ

こ
は
正

明
市

2
区

の
近
藤

さ
ん
の
裏

庭
で
す
。

竹
で
枠
を

つ
く
り
、
上

に
ネ

ッ

ト

を
張
り

、
つ
る
を
支
柱

に
巻
き

つ
け

て
、
ネ

ッ
ト

の
上

に
這
わ

せ

ま
し

た
。
基
肥

は
ぬ

か
や
油
か
す

で

、
途
中
配
合

肥
料
を
や

り
ま
し

た
。

カ

ン
フ

ル
剤
を
注
入
し

ま
し

た
が
、
暑
さ

と
連
作

の
た
め
、
今

年

は
5

個
な

っ
た
だ
け

で
し

た
。

そ
れ
で
も
直
径
約
2
5
c
m
に
な
り
、

ネ

ッ
ト
を

た
わ
ま
せ
て

い
ま
す
。

「
一
週
間
も
す
れ
ば
食
べ
ら
れ
る

で
し

ょ
う
」

と
、
奥
さ

ん
が
話
し

て

い
ま
し

た
。

市 の人 口（8 月1 日現 在）

面　 積　152. 25km2

人　 口　26, 536 人　(  + 33)

男　　　12, 447人　(  + 14)

女　　　14, 089人　(  + 19)

世 帯数　8, 576 世 帯(  + 15)

（　 ）は 前 月比

今
月
の
納
税

市
民
税
第
2
期

納
期
限
8
月
3
1
日
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